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医療人類学とその領域  

-新しい学問はどのようにして専門分化したか－   

What is the fieId for Medical Anthropologists？  

： Past and Present．  
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Mitsuho IKEDA  

 1．問題の所在  

2．折衷主義の遺産  

3． さまざまな下位領域  

4．リグ7－スの独自性  

5．根近の動向  

5．1モノグラフ志向一民族誌としての医療人敷学  

5．2 体制順応志向一制度的医療人別学  

5．3 批判的医療人頸学  

6．医療人類学の挑戦  

6．1自然人頬学の影響力の後退  

6．2 惟史研究の位置づけの変化  

6．3 病気の認識論に対する功利主義的理解  

6．4 マクロとミクロの分析視角をどう扱うかという問題  

7．鮒論  

l．問題の所在  

医故人類字とは、人間の諸活動における「医療」を文化人類学的な立場から  

研究調査する学I！り的実践のことである。Lかし、これではあまりにも抽象的で  

具体的に何を実践するかが不明瞭だ。また「医療」とは何かをめく■ってもーi†‡  

ー31－   
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